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摘 要

現在白畑作画場において，重粘土および堅密な土壌特性のため，降雨により地下水位が上昇

しても排水がスム ズになされない圃場が数多くある。こ白ため，圃場地下水位が年聞を通じ

て高く，農作物の生育に多大な影響を及ぼすことが多かった。

十勝東部に位置する豊頃町二宮地区でもこ白ような現状下にあり排水改良が急務となってい

る。そこで，こ白二宮地区白ー圃場を排水改良試験圃場とL，それぞれ異なった暗渠を施工す

ることにより，重粘土地区に最も適応する暗渠施工の排水効果白検証を行った。

暗渠施工法は 3パターン設定L，1つは一般的な排水管に砂利を被覆した暗渠を施工した圃

場， 2つめは上記と同じ暗渠と無材で白心土破砕を併用した圃場，さらに 3つめとして砂利被

覆暗渠と火山灰を用いての有材心土破砕を併用した隠場，以上の中で調査した。この3圃場の

地下水位謂査を行った結果，暗渠白み白圃場と心土破砕を併用した圃場での排水効果白違いが

明確に現れ，重粘土および竪密土壌での心土破砕の重要性が確認できた。また，有材心土破砕

と無材心土破砕を比較すると火山灰を用いた有材心土破砕の方が圃場の透水性が大きくなり，

排水効果を向上させていることがわかった。
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に排水を短時間でスムーズに行える圃場である。
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はじめに

作物の生育に適している圃場の条件は，土壌に適当

な間隙量があり土壌の通気性の良いこと，また，保水

性が良好で作物に適正な水分を補給できること，さら

に，降雨により園場地下水が必要以上に上昇したとき

しかし，現注目畑作圃場において，土壌特性が堅密

重粘で，排水不良な閏場も数多い。こうした園場では，

普通白暗渠工法由みでは十分な排水効果が得られず，

本暗渠と併用した補助的な暗渠排水工法が必要となっ

てくる。十勝地方東部に位置する豊頃町二宮地区も，
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